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___________________________________________________________________________ 

Abstract: Six undergraduate students and a graduate student in the School of Pharmacy, Shujitsu 

University had practical training dealing with the human anatomy at Hiroshima University School of 

Medicine in 2015.  Dissection training was performed with a focus on the autonomic nervous system 

and on the abdominal vascular system, and branches of the celiac artery were dissected with special 

attention.  At the dissection, a very rare variation was found.  The celiac artery had only two branches 

of left gastric artery and splenic artery and lacked common hepatic artery which was branched from the 

superior mesenteric artery.  
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abdominal blood vessels.  

__________________________________________________________________________________ 

 

緒言 

 人体構成学研究室では，毎年8月に広島大学解

剖教育研究施設において，2泊3日の日程で人体

解剖学実習を実施している1), 2)．ここでは，2015

年度の実習の概要と遭遇した腹部血管の変異例

について報告する． 

 

方法 

 2015年度は，下記のように人体解剖学実習を

行った． 

参加者：人体構成学研究室(5年生2名，大学院生

1名)：藤原有里，松下舞，徳永智典，その他の

研究室(5年生4名)：東裕子，平松梓，廣井円

香，福田裕司 (計7名) 

グループ①：「自律神経系」の剖出：迷走神経，

交感神経幹を剖出し，神経の実体や走行及びそ

の分布を腹腔神経節まで確認する(松下，東，平

松)． 

グループ②：「腹部血管系」の剖出：腹部血管系

を剖出し，主な動脈と静脈の分岐をたどる．ま

た，薬物の吸収経路を確認する(藤原，廣井，福

田)． 

大学院生の徳永は解剖経験者として，両グルー

プの進行に応じて補佐しながら解剖を行った． 

 

事前学習：例年のように実習前約10日間をかけ

て，解剖実習の手びき3)，ネッター解剖学アトラ

ス4)を参考に，解剖する構造についてイメージで

きるようにグループごとに学習した．また，人

体解剖実習を行うことのできる根幹にある「御

献体」についても，広島大学医学部白菊会会報

「広大白菊」や，篤志解剖全国連合会発行の

「解剖学への招待」という発行物から学習し

た．解剖体登録をされている方々の思い，成願

された会員のご家族の思い，また，解剖実習を

させていただいた学生の思いを知ることによ

り，人体解剖学実習ができる意義を十分に考え

た上で実習に臨んだ1) (指導担当：洲崎)． 

 

実習場所：広島大学解剖教育研究施設解剖学実

習室 

実習指導：青山，隅田，石村，洲崎 

実習日程：8月12日(水)～14日(金) 

     8月11日(火)事前準備(隅田，洲崎) 

なお，この実習では御献体2体(グループ①，

②各1体ずつ)を使用させていただいたが，広島

大学医学部で行われる人体解剖学に関する関連

法規等(医学及び歯学の教育のための献体に関す

る法律，死体解剖保存法，広島大学白菊会規

約，白菊会総会において医学部長・歯学部長名

でコメディカル学生の実習を依頼した上で得ら

れた了解)を遵守して，適切に実習を実施した．

また，文部科学省・厚生労働省制定「人を対象

とする医学系研究に関する倫理指針ガイダン

ス」5)及び日本解剖学会による「解剖体を用いた

研究についての考え方と実施に関するガイドラ

イン」6)に沿って，倫理的にも適正に実施した． 

 

御献体について：グループ①の御献体は，90歳

代女性，既往歴はなく，死因は老衰とあった．

グループ②の御献体は，80歳代女性，既往症と

して虚血性心疾患(18年間)，膀胱がん(2年間)と

あった． 

 

事後学習：8月下旬 グループごとに，剖出した

内容に病理･薬学的考察も含めたレポートを作成

した．また，実習に関する感想文も作成した(指

導担当：洲崎)．  

 

結果・考察 

 (1)グループ①の解剖(図1) 

 頸部に迷走神経を見つけて胸部～腹部へと辿
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っていった．頸部での気づきとしては，甲状腺

の錐体葉が明瞭であり，また腕頭動脈が気管の

前面を覆うように併走していた．安易な気管切

開は大出血を招く危険があり，血管走行の個人

差を踏まえた慎重な対応が必要であることを再

認識する走行であった． 

胸部においては，副交感神経の要素を多く含

む迷走神経が反回神経を分岐し，一方で食道神

経叢となることを観察した．また，人体最大の

リンパ管である胸管が左の静脈角に合流すると

ころを確認することができた．交感神経系につ

いては，脊柱の両側に交感神経幹を見つけて剖

出し，大内臓神経の分岐が横隔膜の背側から腹

腔へ至り腹腔神経節につながることを，左右と

もに確認することができた．腹腔神経節は，腹 

腔動脈の周囲に複数個存在していた． 

加えて，骨盤内自律神経系として，他の御献

体で剖出された上下腹神経叢や，下腹神経も観

察した． 

(2)グループ②の解剖と観察された変異  

 虚血性心疾患を長く患われた御献体であ

り，左鎖骨付近の皮下にペースメーカーが留

置されていた．また，左内胸動脈を利用した 

バイパス手術を受けておられた．一方で，膀

胱がんも患われていたため，右の尿管が非常

に拡張しており，リンパ行性の浸潤を示すウ

ィルヒョウのリンパ節転移が，左静脈角付近

に観察された． 

腹部血管系の剖出において，腹腔動脈の分岐 

に非常に珍しい変異を見つけた(図2, 3)．腹腔動

脈は通常，左胃動脈，脾動脈，総肝動脈の3つに

分岐をするが，ここでは左胃動脈と脾動脈の2つ

に分岐し，総肝動脈が存在しなかった．肝臓へ 

の血液供給はいったいどこから行われているの

かという疑問に対する答えを求めて剖出を進め

たところ，上腸間膜動脈から総肝動脈が分岐す

るという非常に珍しい変異であることがわかっ

た(図3)(存在比率：0.4～4.4%)7)． 

ここで観察された総肝動脈は，その後，胃十

二指腸動脈や右胃動脈を分岐し，固有肝動脈と

なって肝臓に分布をしており，通常の総肝動脈

と同様であった．図4に示すような発生学的考 

察7), 8)として，腹大動脈は胃脾肝動脈幹と腸間膜

図 1. 解剖結果を示すスケッチ  

図 2. 腹腔動脈の分岐：矢印の位置に存在する

はずの総肝動脈が欠如している 
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図 3. 上腸間膜動脈の分岐：矢印が総肝動脈 

動脈幹を分岐し，各々が胃・脾臓・肝臓へと至

る血管を分岐する腹腔動脈と，上腸間膜動脈に

完成する．しかし，胃脾動脈幹と肝腸間膜動脈

幹が形成された場合には，今例のように，腹腔

動脈は胃と脾臓へ分布する血管は形成するが，

肝臓へ分布する血管は上腸間膜動脈からの分岐

として形成されることになると考えられる． 

その他として，腹部静脈系にも変異が観察さ

れた．通常は，下腸間膜静脈が脾静脈に合流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

し，その後，上腸間膜静脈に合流して門脈に至

る．ここでは，下腸間膜静脈が直接，上腸間膜

静脈に合流した後に脾静脈が合流し，門脈に至

っていた(存在比率：116/325=35.7%)9)． 

 腎動静脈は，各々が複数存在していた．特に

腹大動脈から直接分岐をする腎動脈は図5に模式

的に示すように，腎門から入るものの他，かな

り下方から分岐して腎臓に至る動脈が，左右と

も存在していた．今例のような下方から分岐す

る枝の存在も非常に珍しい(存在比率：12/416= 

2.9%)9)． 

 

毎年，基本的には同じ項目・目的で実習を行

っているが，年ごとに新たな病態や治療例並び

に変異に遭遇し，新たな学びをさせていただい

ている．各御献体の服薬歴は全く不明である

が，記録にある病歴や解剖させていただくこと

で分かったことをもとに，どのような薬を服用

しておられたかについての考察も行っており，

参加した学生にとっては，病態とその治療薬，

さらに年齢等を考えた投与剤形について考える1

つの機会となった．  

参加した学生達は，感想文として，実習に対

する肯定的意見を記載した．感想文や実習中の

図 4. 腹部動脈の発生 

A 

B 

図 5. 観察された腎動脈の分岐の模式図 
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言葉から，筆頭著者である洲崎は，参加学生が

私達1人1人のからだは決して同じではないこと

を強く認識してくれたと感じた．指導した教員

は全員，参加した学生が今後，1人1人の患者さ

んを大切に思う気持ちや，さらには尊い命を預

かる医療人としてもつべき高い倫理観を育てて

くれることと期待している． 
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